
（別紙４）

～ 令和8年2月27日

（対象者数） 64 （回答者数） 28

～ 令和8年2月27日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

～ 令和8年2月27日

（対象数） 38 （回答数） 22

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子どもに携わる機関がより密に連携していけるよう、保育

所等訪問支援の場面だけでなく、日常的な交流の機会（研修

等）をより充実させ、お互いの長所を活かした、つながりの

強いネットワーク作りを図りたい。

・研修会の積極的な開催。

2 ・保育所等訪問支援を担える人材の育成。　　

3

・人材育成、人材確保をしながら、地域のネットワークづく

りにより貢献できる児童発達支援センターに。

・分野を越えた連携の充実。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保育所等訪問支援を担える人材の育成。

・保育所等訪問支援に関する研修を、他の研修と同様に取り

入れていく。

2 ・話し合う時間の工夫、確保

3

・「何のため」「誰のため」「何を目指して」の支援なのか

を確認しあう研修の励行

・OJTの活性化

・児童発達支援が幼稚園保育所との併行利用及び連携を、放

課後等デイサービスが、子どもを通じた地域の小中学校、学

童保育室との連携を軸に支援を展開していることから、訪問

先となる関係機関との連携が図りやすい。

・就学前の保育所等訪問支援が、就学に伴いそのまま学童保

育室へ移行していくケースが増え、縦断的な支援がなされつ

つある。

・幼稚園保育所、学童保育室との日常的な交流を活かし、幼

稚園保育所、学童保育室からあんずの外来療育相談につなげ

ていくことができ取り組んでいる。

・幼稚園保育所、学童保育室に在籍している、保育所等訪問

支援の対象児以外の“育ちが気になる子”への巡回支援も併せ

て行っている。

・要請があれば、幼稚園保育所、学童保育室の先生方への研

修会を実施している。

訪問支援に熟知した職員がいる

・訪問支援時に、対象児童への関わりについてだけでなく支

援が必要または有効だと思われるお子さんへの、行動の意味

の解釈の仕方や関わり方、必要な知識等を伝えるようにし、

園のスキルアップ、地域の受け入れ幅の向上につながるよう

な話をしている。

・児童発達支援担当の職員が地域連携日等を活かし訪問し日

常の支援に活かしている。

保育、教育、福祉共に、関係機関間との連携や役割分担を取

り入れやすい土壌がこの地域にあること。

・就園、他のサポートの紹介等「横のつながり」及び、就学

進学等における「縦のつながり」を活かし、連携を図ってい

る

・自立支援協議会こども部会にて関係機関職員の日常的な交

流が図られている。

・児童発達支援連絡協議会、放課後等デイサービス連絡協議

会が組織され、事業所間交流が盛んになっている。

・学校と事業所との連携がしやすい環境にある。

・本人支援、家族支援に比べ、地域連携が後手に回りがちで

ある。（十分取り組んでいるつもりでも）

・本人支援、家族支援、地域連携、移行支援という支援の4つ

の柱への意識が、日々の多忙さが故に職員間で随時共有しあ

う機会、振り返り見つめなおす機会が十分ではない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保育所等訪問支援に携われる人材が少なく、ニーズに追い

付いていない。（これはあんずだけの問題ではなく、保育所

等訪問支援を担う事業所の共通のテーマ）

・ニーズが多岐にわたっているので、専門性や経験値に依る

ところが大きい仕事である。

・事業が多岐にわたっているので、あんず内で児童発達支

援、放課後等デイサービスと保育所等訪問支援間の報告、連

絡、相談が十分でないことがある。

・支援時間が同じではなく、児童と放デイの職員が会する時

間を持ちにくい。

・保育所等訪問支援と外来療育相談で一日が埋まってしまい

話し合う時間が持ちにくい。

令和8年2月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年2月2日

○事業所名 児童発達支援センターあんず(保育所等訪問支援）

○保護者評価実施期間 令和8年2月2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


